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1次関数の式

り=ax+bの式で表される関係はどり=al+bの式が「1次関数」だ!
れ? P4・5P2 ・ 3

別冊

答え
と

解説

。プ

厘1,国,圀.画
解説ν=卿十bの式で表されるとき, Vは

ωの1次関数であるという。

＼

@),⑰,①,⑳,⑦

解説⑦,④ 2次の項があるので,1次関

数ではない。

④ V=1十ωは, V=ω十1と同じ。α
が1になる。

＼

⑰ν=ーーωと同じで,αがーーに

なる。

①αが0.1の比例の式を表している

ので,1次関数である。

オ反比例だから.1次関数ではない。

1次関数の関係

① V=一ω十巨亘回 [0]

②ν=団[X]
③ν=Ⅱ亘b [0]

⑦,◎,②,④,⑦

解説⑦反比例だから,1次関数ではない。

①,⑱ 2次の項があるので,1次関

数ではない。

⑦,国,②以外は,すべて1次関数で

ある。「1次関数」ということばがあれぱ,

すぐにν=卿十bの式を思いうかべるこ
とができるようにする。ノ

ν=250ω+100 [0]

30
ν=^[X]

ν=3ω[0]

① q弌金)=(りんご代)十(かご代)

②(横の長さ)=(面積)÷(縦の長さ)

反比例は,1次関数ではない。

③(正三角形の周の長さ)=3×(1辺

の長さ)

解説

①ν=40m [0]

②ν=-35工+1800 [0]

③ν=10ω゜[X]

解説①(道のり)=(速さ)X(時間)

②(残りの道のり)=(全体の道のり)

ー(歩いた道のり)

ν=1800-35ωと書いてもよい。

3 (正四角柱の体積)=(底面積)X

(高さ) 2次式になるので,1次関

数ではない。

①
②
③



変化の割合①

変化の割合は,

(表の左から1煩に)-3,匠Φ,1,3,5, 1
フ,⑨
ωの増加量は,3-(-2)=同
Vの増加量は,9-(ー】)=巨亘}

変化の割合は匝回=圍

(表の左から順に)9,8,フ,6,5.4,

3

ωの増加量は,3

gの増加量は,-3

変化の割合は,-1

解説影の増加量は,0-(-3)=3

νの増加量は,6-9=-3

変化の割合は,^=-1

P6 ・フ

3 -×10=5

ハ△一12_変化の割合は,・ニー=-4

変化の割合とは,ωの増加量が1のと

きのνの増加量である。

(表の左から順に)1,2.3,4,5,6,

(表の左から順に)11,

影の増加量は,3

νの増加量は,-12

変化の割合は,-4

解説ωの増加量は,2-(-1)=3

Vの増加量は,-9-3=-12

圧回
圧團X3=三豆
圧回X5=匠j豆

①一4

③一36

解説②一4×2=-8

③一4×9=-36

I y=al+bのグラフは,り=al(比
1 伊Dのグラフと傾きが同U!PI0・".

1次関数のグラフ 1

7

(表の左から 1慎に)ーフ,-5,-3,

1,1,3,5

2

②一8

②2
2

5

①変化の割合が分数になる。ωの増解説

であることを表している。

①②
V V=2ων=2影一 1

■盟皿■■■■'喧■■

.....Ξ.,,...

加量が1のときのVの増加量が一 1

■■■■■■吻■■■■
■■匪■■2翻閤■■■■
■■■■■0吻■■■■■
■豆聖^翻r ^匪聖■影
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-2
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-9 -13

す」劉
0のイのb工a数関欠

98

②合割のヒ変
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①
②
③

24X②

15

①
③



(表の左から 1順に)-6,-5,-4,

-5 -フ-9

スバリリ=al+bのグラフは,かならず(0,
6 b)を通る! P12・13

(表の左から1順に)3,1,-1,-3.

(表の左から1順に)5,4,3,2,1,0,

V

3 (表の左から1順に)0,-1,-2,-3,

1次関数のグラフ 3

ズハリリ=al+bのグラフは,a>0のとき,傾き
7 4点(0,b)を通る右上がりの直線P14・15

1 次関数ν=3工一1 のグラフは,

点(0,1^])を通るそこから右へ 1,上
~亘惟んだ点(1,2)を通る。

ωが増加すれぱ, Vも巨晉万可するので,グ
ラフは右[匠西!亘]の直線になる。

1次関数ν=一ω+2のグラフは,

点(0,2)を通る。そこから右へ3,上へ

1 進んだ点(3,3)を通る。

影が増加すれば, gも増加するので,グ

ラフは右上がりの直線になる。

3
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解説直線ν=卿十bのbを,この直線の切

片といい,直線とν軸との交点のν座

標を表している。したがって_点(0,)

のにあてはまる数はbに等しい。

また,右へ3,上へ1進むことから,

傾きはー'-V 田であるとわかる。

つまり,1次関数V=卿十bの変化の割

合αは.グラフ上では,直線

V=伽+bの傾きαになっている

1次関数g=一ω一3のグラフは, 1

1次関数のグラフ 4

y=al+bのグラフは,aく0のとき,傾き
a,点(0,b)を通る右下がりの直線P16・17

1 次関数ν=一ω一4のグラフは,

点(0,^)を通る。そこから右へ 1,下 1
~]碓んだ点(1,1^)を通る。
ωが増加すれぱ,Vは^するので,グ 1

③傾き周,切片圧回
④傾き 1^,切片團

ω_1' 1④一里=ーーωだから,傾きはーー2-2' 2

点(0,-3)を通る。そこから右へ4,上

へ3進んだ点(4,0)を通る。

影が増加すれぱ,νも増加するので,グ

ラフは右上がりの直線になる。

解説右上がりの直線を,左下がりの直線と

はいわないので気をつけよう。

傾き

ラフは右t下菱互]の直線になる。

-2)を通る

負の数だから,右下がりの直線になる -4,切片 8

3

フ'

1 次関数g=ーーω+5のグラフは,

点(0,5)を通る。そこから右へ3,下へ

2進んだ点(3,3)を通る。

ωが増加すれば,νは減少するので,グ

ラフは右下がりの直線になる。

解説右下がりの直線を,左上がりの直線と

はいわないので気をつけよう

切片 7

傾き

へ5進むと,下へ3進む

4

1ハリ
8

傾き

傾き

傾き③

1 次関数g=ーー影一2のグラフは,

点(0,-2)を通る。そこから右へ5,下

へ3進んだ点(5,-5)を通る。

ωが増加すれば, gは減少するので,グ

ラフは右下がりの直線になる。

解説これまで勉強したことからわかるよう

に, V=卿十bの式から,次のようなグ

ラフの特徴を読みとることができる。

(例)

このように,式を見てグラフの特徴を

つかめるようにする。

1,切片 2

-8,切片一3

④傾き

解説①

直線の傾きと切片

切片一4
2'

ω=1Xωだから,傾きは 1

.
直線リ=al+bの傾きはa,切片は
b! P18・19

①傾き⑥,切片同
②傾き^,切片三司

^冒■゛

"""""""'モ.如,
3_-3 ゞ、、ーー=^だから,ある点から右

2
-
3

片切
6
-
5

①
②

①
②



③傾き

④傾き 3,切片

解説③王=一影だから,傾きはー8-8」 8

8'
切片

1次関数のグラフのかき方 1

切片と傾きがわかれば, グラフはか
1 ける! P20 ・ 21

・切片力f圃だから,点(0,1^)
・そこから傾き力1④だから,右へ 1,
上へ1④◆点(1,回)

V

4

・切片が2だから,点(0,2)

・そこから傾きが3だから,右へ 1,

上へ3●点(1,5)

■■■■■■■皿厨■■

..Ξ......
盟噐闇肌噐謡
■■■■■■■個直■■■
■豆聖^回島^匪男■

冒冒冒冒冒冒詔冒冒冒冒冒
■■■冒昌旧■■皿■■
■■■画■■厨■■■

1次関数のグラフのかき方 2

傾きが分数のときは,わかりやすい
よ。 P22・23

・切片力fヨだから.点(0,1三④)

・そこから傾き力1ヨだから,右へ2,

-5

解説切片が一5だから,点(0,-5)をとる。

そこから傾きが5だから,右へ1,上へ

5進んだところに点をとり,2点を結ぶ

直線をひく。

上~回◆点(2,^)
ν

■■■■■■■■■■■■

■■■■■冒■■■■厩■
冒冒冒冒冒昏冒冒冒易冒冒
■■■■■■■^■■■

・切片が一2だから,点(0,-2)

・そこから傾きがーだから,右へ4,上

へ3◆点(4,1)
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V

■■■■■■■圏■■巨■

.""Ξ""
■■■■冒■■■■'
■■■■2冒■■■男■
■■■■■亜^盟■■
■豆更^回■彫盆匪聖■ω
■■■皿■■男'■■■■
■■匪■■Z-2■■■■
■■■彫_4■
'盟■■■■■■■

匪■■■■■■■■■広■
■■■■■'■■屍至■■■■■■■雪■男禎■■■
■■■■■翻広■■■■■

1次関数のグラフのかき方 3

ズバリ傾きが整数のときは,旦・と考えられ
、2るね。 P24・25

・切片力π三司だから,点(0,1^)
・そこから傾きが圧圍だから,右へ 1,
下へ1圍◆点(1,^)

y

■■■■■Z■■■■■■
圃■■毘至■■■■■■皿
謡髭男^回■^歴聖■

男冒冒冒冒冒冒冒冒冒冒冒
..".闇""'"'

解説

■■■■■■■■■■■■

切片が2 だから,点(0,2)をとる。そ

■酬鳳■■盟■■■■■■

■■逼■■昏■匝■■■■
.....Ξ.,....
■■■N■■■■■■■■
■一4-2▼回^歴聖■ω
■田■■闘■_■■■■
■■圃■■通一2 ■■■皿

冊■■■■▲^■■■

右へ5,上へ4こから傾きがーだから

進んだところに点をとり

線をひく。

■■■■■■N

■■詔■■圖■■■■■

■■■■■冒西■■■■
■■■■■闘■■■■■

■雷■■■■■潤■冒■■
■豆聖^回■^歴聖■

冒冒冒冒冒冒冒里冒冒冒冒
....罰.'..
■■■■■■■闘■■■

2点を結ぶ直

・切片が5だから,点(0,5)

・そこから傾きが一4だから,右へ 1,

下へ4●点(1,1)

■■■圖■■■■■■■

.....Ξ.."
■■■■N ■鳳■■■■

■■■■圖■■■■■■■
■豆聖^厘回^匪聖闘

噐謡肌詔盟噐
......1詔
■■■■■■、■■■■

■■■

解説切片が一5だから,点(0,-5)をとる。

そこから傾きが一5だから,右へ1,下

へ5進んだところに点をとりたいが, こ

こではとれない。そういうときは,逆に

たどって,もう 1つの点をとる。右へ1

だから左へ1,下へ5だから,上へ5進

んで,点(-1,0)をとる。



ズバリ
、3

1次関数のグラフのかき方 4

傾きは変化の割合のことだから,

だ! P26

・切片力f至だから,点(0,1^)

・そこから傾きかーーだから,右へ3,

下へ1到◆点(3,1^)
V

醍■■■■■■■皿■

',.Ξ....."
冒冒冒鳥冒昌冒冒冒冒冒冒
■■■●圃■亜盟■■■■
■巨亜^回■^匪更■

冒冒冒冒■闘^冒冒冒冒
■匪■■題■■■■
皿■■■腎圃■田■
■■■司■■■

27
■■■■■

、、叫闇......
.....Ξ......
■■■■■■■■■■■皿
■豆聖^回■^匪亜■

冒冒冒冒冒冒冒冒冒冒冒冒
...闇......

・切片が3 だから,点(0,3)

下

・そこから傾きがーーだから,右へ4, 1

■■■■■

下へ 1 一点(4,2)

■■■■■■■■■■■

3

■■■
■■■■■'■■■■■■

■■■■■■■■■■亜

■層誕^■■■■■■■
■豆聖■謡恩回^匪聖■

盟噐闇語器閉
...闇.

1次関数のグラフのかき方 5

スハリ変域のあるグラフは,
、4 求めれば解決!'

1 影=-2のとき,ν=k^十】=三司
点(1亜1,1三司)を通る。
影=3のとき,ν=圍十1=④
点(圖,團)を通る。

ν

■圃■■■■■■■■■

点(-4,-3)

■■■

1 点(4,-1)解説

■■■■■■■■■■■

切片が一1だから,点(0,-1)をとる。

そこから傾きがーーだから 右へ5

両端の座標を
P28 ・ 29

へ2進んだところに点をとり

ぶ直線をひく。

■■■■■'■■■■■■

■■■■■旦磨■■田■■
■■■^廖■■■■■■
■豆彊■磨回■^慶亜司ω

噐噐闇噐噐噐
.罰......
■■■■■■■■■■■

解説影の変域の両端の値をそれぞれ式に代

入して,2点を求め,直線で結ぶ。

2点を結



■■■■■■■■■■■■

.....Ξ.....
冒冒冒冒冒冒冒冒冒冒冒呈
■■■■■■■■琵匪墾■
■豆聖^回■^,皿■ω
■■■■匡翻区豊石画■■
■■尾里畜画■■■■匪■

■■.■冒冒■冨■
■■盟■■■■■■■■■

V

解説直線の両端が0になることに気をつけ

よう。

8

解説ω=-3のとき,

■■■亜■■■■■■■■

■■■昼興風■盟■■■■■■■■■'■■■■■■

盟盟闇謡盟噐
■区■■■■■■■昼圃■
■豆聖^回■^匝輔尽.ω

冒冒冒冒冒●冒冒冒冨冒盲
""盟".
■■■■■■■■■田■

V=ーーX(-3)+3

=5

点(-3,5)

V

変域の不等号を確認してから直線をひ

く。

1 ズバリ
1 、5

ω=6 のとき,

ν=ーーX6+3

①求める 1次関数の式を,

V=卿十bとする。
傾きが一1で.切片が一2だから,

α=-1, b=-2 を代入する。

2 求める 1次関数の式を,

ν=卿十bとする。

1次関数の式の求め方 1

グラフから切片と傾きを読みとろう。
P30 ・ 31

-1

点(6,-1)

・点(0,②)を通るから,切片は圍
・そこから右へ3,上~亘世んだ点を

②ν=一ω+1

傾きは日通るから,

直線の式はg=邑卜十②したがつて,

①ν=一ω一

だ点を通るから,傾きはー

したがって, V=一ω一4

①ν=-3ω十2 ② V=一ω一4

解説

解説

①切片が1,そこから右へ2,下へ

3進むことから傾きを求める。

2 切片が一1,そこから右へ6,上

へ5進むことから傾きを求める。

①直線とν軸との交点から切片は2,
そこから右へ1,下へ3進んだ点を

通るから,傾きは一3

したがって, V=-3ω十2

2 直線とV軸との交点から切片は

-4,そこから右へ2,上へ1進ん

1 傾きと切片がわかれぱ,式は完成!
. P32・33

1次関数の式の求め方?

変化の割合がーで,切片が1だから,

①ν=匝、+⑦
② g=圧5b+同

解説

①=ーーω+1 ② 1ω



4
α^

① g=6ω一4

解説①求める1次関数の式を,

ν=卿十bとする。

変化の割合が6で,切片が一4だ

から,α=6, b=-4 を代入する。

②求める1次関数の式を,

V=卿十bとする。

b=1を代入する。

②ν=ω十一

傾きが1で,切片がーだから.

α=1, b=ーを代入する。

ν=一ω一3

解説

1八り傾きの値を代入してから, 切片を求

、7 めよう。 P34 ・ 35

傾きがーだから,

1次関数の式の求め方 3

は,ν=一ω十b ・・・①

・傾きが3だから,求める 1次関数の

式は, g=R司伽+b ・・①
・点(-1,1)を通るから,

ω=^,ν=①を①に代入して,
①=③X^+b
回=圧團十b
b=團

したがって,求める式は, V=倭、+④

このグラフは,点(6,-1)を通るから,

ω=6,ν=-1を①に代入して,

-1=-×6+b

求める1次関数の式

-1=2+b

b=-3

1 したがって,求める式は,V=ーーω十2

傾きと1点の座標がわかっているとき

は,それらを利用して,切片を求める。

1次関数の式の求め方 4

1 ズハリ切片の値を代入してから, 傾きを求

1 、8 めよう。 P36 ・ 37

・切片が一7だから,求める 1 次関数の

式は,ν=卿一⑦・・①
・点(2,3)を通るから,

ω=②,ν=3を①に代入して,
圍=OX圍一⑦

一匿、=一Ⅱ回
α=圖

したがって,求める式は,ν=-1-3 1

1 解説傾きがーーだから, 求める1次関数の

式は, V=ーーω十b ・一①

したがって,求める式は,ν=匿b一⑦

ν=一ω+3

1 5=ーーX(-4)十b

このグラフは,点(-4,5)を通るから,

ω=-4, V=5 を 1 に代入して,

解説切片が3だから,求める1次関数の式は,

V=卿十3 ・・@

点(ーフ,2)を通るから,

ω=ーフ,ν=2 を@に代入して,

2=ax (ーフ)+3

7α=1
5=3+b

b=2

=ーーω+2

1
一
7

ω

3
-
4



したがって,求める式は, V=1ω十3 1 解説変化の割西はi=6だから,求める1
次関数の式は,ν=6ω+b -・1

①にω=2, V=10 を代入して,
10=6×2+b

b=-2

したがって,求める式は,ν=6ω一2

ν=一ω十4

解説切片が4だから,求める1次関数の式

は, V=卿十4 ・・・①

点(9,-5)を通るから,

ω=9,ν=-5 を①に代入して,
-5=aX9+4

-9α=9

α=-1

したがって,求める式は,ν=一ω十4

1次関数の式の求め方 5

変化の割合(傾き)→切片の順に求め
.よう。 P38・39

変化の割合は日だから,求める 1次.

関数の式は,ν=[11、+b ・・①
・①に,ω=6,ν=8 を代入して,

⑧=圀X⑥+b

求める 1次関数の式は,ν=一ω十b

解説求める1次関数の式を, V=卿十b

すると.傾きαは,

ωの増加量 14-(ーフ)=21

Vの増加量 9-(-3)=12

I V=ーーω一フ

解説 ノ、^^^^^〒、

る 1次関数の式は,ν=ーー毎十b ・-1

①にω=-16,ν=3 を代入して,

3=ーーX(-16)十b

b=ーフ

=国=圍0=回=圍
求める 1 次関数の式は,ν=匿b+b

10

b=圧回

"*丹一■,したがって,求める式は,

g=6ω一2

求め

・点(3,3)を通るから,

3=圍X3+b, b=圧豆
したがって,求める式は,ν=匿、一團

点(14,9)を通るから,

V=ーーω一7 1したがって,求める式は,

1田

ν=ω一5

解説求める1次関数の式を. V=卿十b

すると,傾きαは,

認の増加量 7ー(-4)=Ⅱ

Vの増加量 2-(-9)=11

α=^=1

求める 1次関数の式は, V=ω十b

点(フ,2)を通るから,

2=フ+b

b=-5

したがって,求める式は. V=ω一5

ν=一影+1

1次関数の式の求め方⑥

2点の座標から,まず傾きを求める!
P40 ・ 41

・傾きαは,

ωの増加量塵三回=圍
νの増加量倭三K^=④

α

4
-
フ

2
1

1
2



9=-×14+b

b=1

したがって,求める式は, V=一ω十1 1

・平行な2直線は傾きが等しいから,

求める 1次関数の式は,

V=匝、+b ・一①
・点(-2,-6)を通るから,

影=^,ν=圧亘を①に代入して,
圧亘=④XI^+b
圧亘=圧團十b
b=②

したがって,求める式は,ν=匝、+圍

ズハリ
伽

1次関数の式の求め方

2点の座標から,
められる!

・ω=-2, g=-9を代入して,

ι三到=E三亘α+b ・一①
影=2,ν=11 を代入して,

回=匿匝+b ・・②
・①と②を,α, bの連立方程式とみて

7

連立方程式の解き方は,下のようになる

・①-3α十b=9

12α十b=-11 -・2

連立方程式でも求
P42 ・ 43

-2=一α十b ・ー(2)

1 と 2 を,α, b の連立方程式とみ

て解くと,α=6, b=4

したがって,求める式は,ν=6ω十4

連立方程式の解き方は,下のようになる。

①2α十b=16

一α十b=-2 ・一②

2α十b= 16

一α十b=-2

183α

6

解説一2α十b=-9-・①

2α十b=11 ・一②

したがって,求める式は,ν=匿、+回

を1

ν=一ω一5

める 1次関数の式は,ν=一ω十b ・ー@

-2α十b=-9

十 2α十b=11

g=6ω+4

解説・影=2, V=16を代入して,

16=2α十b ・一①

ω=-1,ν=-2 を代入して,

b=1を②に代入して,

2α十1=11

2α=10

α=5

α

解説平行な2直線は傾きが等しいから,求

V=ーー影十5

解説

ズハリα=6を①に代入して,
1 2212+b=16

b=4

ー) 12α十b=-11
-3α十b=

ω=-3, V=9 を代入して,

9=-3α十b ・一①

ω=12, V=-11 を代入して,

-11=12α十b ・一②

①と②を,α, bの連立方程式とみて

-15α

9

α

点(10,-1)を通るから,

ω=10, V=-1を①に代入して,

4
α^

に代入して,

4+b=9

b=5

1次関数の式の求め方 8

2直線が平行ならば,傾き(a)は同じ。
P44 ・ 45

-1=-×10十b

解くと,

したがって,求める式は,

ν=ーーω十5

=
=

b
4
-
3

加
 
4
-
3

①b5α

2

1

=
=

b2

b



-1=4+b

b=-5

したがって,求める式は, V=一ω一5 1

ν=ーーω一5

平行な2直線は傾きが等しいから,求

める 1次関数の式は,ν=ーーω十b・ー@ 1

求める。

解説連立方程式を解くと,下のようになる。

点(-4,-2)を通るから,

影=-4,ν=-2 を①に代入して,

6=4a+b

0=厄b十b

-2=ーーX(-4)+b

ω=②,ν=⑧を①に代入して,
團=aX圍+④

一五=圧④
"=圍

したがって,求める式は,ν=匿、+團

-2=3+b

b=-5

したがって,求める式は,

(別解)

連立方程式を利用して解くときは,求め

る 1次関数の式を,ν=卿+bとして,2点

を解いての座標を代入し,

ν=ーーω一5

ν=一ω十1

解説 V軸上で交わる直線と切片が等しいか 1
ら,求める 1次関数の式は,

ν=卿十1 -・1

点(6,-5)を通るから,

ω=6, V=-5 を 1 に代入して,
-5=aX6+1

-6α=6

α=-1

したがって,

メハリ
23

1次関数の式の求め方 9

2直線がリ軸上て交わるとき,切片
(b)が同じ。 P46・47

.ν軸上で交わる直線と切片が等しいか 1
ら,求める 1次関数の式は,

g=αω+匝1 -・①
・点(2,8)を通るから,

求める式は, V=一ω十1 1

ν=-8ω十6

説 V軸上で交わる直線と切片が等しいか 1
ら,求める 1次関数の式は,

ν=卿十6 ・一①
点(2,-10)を通るから,ω=2, V=-10 1

を①に代入して,

-10=aX2+6

-2α=16

α=-8

したがって,求める式は, V=-8ω十6 1

12

1次関数の式の求め方 10

メ1田 2直線が工軸上で交わるとき,交点
24 のy座標は0だね。 P48・49

.i亘線ν=-4+12とω軸との交点は,
ν座標が0だから,

匝]=-4ω十12
影=③より,(圖.0)
求める 1 次関数の式を,ν=αω十bと

する。

・このグラフは,2点(4,6),(同,0)
を通るから,傾きαは,

0=^=⑥

だから. g=匝、+b ・・①
・グラフは,点(圍,0)を通るから,

寓=同,ν=0を①に代入して,
0=⑥X③+b
b=圧〕回

したがって,求める式は,ν=雁、一匝同

歴



4α十b=6

3α十b=0

α

ズバリ
25

2元1次方程式のグラフ 1

a父+by=Cのグラフは,
れば問題なし!

・上の式をνについて解くと,

α=6 を 1 に代

入して,

24+b=6

b=-18

"*哥一■
傾きは同,切片は圧回となる。

解説 2ω一3V=6 を V について解く。

-3V=-2ω十6

変身させ
P50 ・ 51

■■■■■■冨田■■盟
■亜■■■4■■■■■■
■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■
■■■■■2■■匪■嗣Z
■■■慶■四^男画■
■巨聖^回■■Z塵聖■ω

謡謡朋詔謡盟
噐盟翻盟盟盟

V=卿十bの形にして

利用してグラフをかく。

ν=一ω一2

ν

男面■■■■■臣■■■■

上の式をνについて解くと,

傾きと切片を

3 3
g=一ω一6,傾きはー,切片は一6となる。g-2-, L 2,.τ_ 0

解説 3ω一2ν=12 をνについて解く

-2V=-3ω十12

V

■■■■■■■■■■■
匪■■■■'■■■■■■

■■■■■亜■■■■■

里亜■^■■■■■臣■
■豆顎謡里照回^匪竪■ω

謡噐闇語謡器
....闇.."...

V=一ω一6

V

■■■■■■■■■■■匪
■■■■■'■■■■■■

■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■
■豆聖^回■^"■■

盟噐闇噐臨噐
....闇."....

・ω=0を代入すると,

4g=12より, V=同,よって,(0,同)
・g=0を代入すると,3ω=12 より,

影=團,よって,(④,0)

解説

皿■■■■■■■■■■■

ω十4V=-4 を Vについて解く

4V=一ω一4

V=ー^-1

傾きはーー,切片は一1となる。

■■■■■■■■■■■■

13

2元1次方程式のグラフ 2

al+bリ=Cのグラフは,エ=0, y=0
.の座標を求めてもOK! P52・53

①
②

6



■■、亜■盟■■■■圃

■■■■■'■■■■■■
■■盟■■昼亜■■■■■■盟■■冒、曼■冒■
■豆里^0■^■昼亜
■■■■_■■■■■盛
■盟■■一■■■■■■
■■■■'■■■■■

■■■■■■■■■■■

V

・ω=0を代入すると,

-3ν=-12 より,

ν=4,よって,(0,4)
.ν=0 を代入すると,4ω=-12 より,
ω=-3,よって,(-3,0)

ν

■■

■■冒■■
■冒冒冒冒■■冒、
■■■■■盟盟■■■■■ω
■豆聖一2 0■^盛聖■
■■■■_2■■■
■■■冒_■■■■■■
■■■■一皿■■■■皿 1
■■■■■■■■■■■

■■■■■鳳'■■

■■■■■,'■■■■■■
■■■皿翻■■■■■■
■■■■固■■■■囲■
■■■■■■■■■■■ω

■翻■■_■■■■■■
■祖■盟一盟■■■■■

■■■皿一4■■■■匪
■■冒■■■■■■■■

解説影=0を代入すると

2V=12 より, V=6 よって,(0,6)
V=0 を代入すると,3ω=12 より

ω=4,よって,(4.0)

この2点を直線で結ぶ。

■■■■■■■■

■■匪■冒■■■■■
■■■■■匪■冒冒冒冒冒■■■
■■■■■■■■■■ω
■豆亜^0■囲匪亜■
■■■■_■■■■■
■■■圃一■■■■■

■■■一4■■■■■■
■■■■■■■■

①一ν一5=0 ● g=-5

② 2ν一2=0 ◆ν=1

ν

2元1次方程式のグラフ 3

エ=hはy軸に平1八り y=kは工軸に,
2マ行な直線だ! P54 ・ 55

ωについて解くと,

ω=②
よって,このグラフは点(圍,0)を通り,

砕■に匪伺な直線になる。

V

2

解説どちらも那軸に平行な直線になる。

①は.ωがどんな値をとっても

V=-5が成り立っ。

②は,ωがどんな値をとっても

ν=1が成り立っ。
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①② V

■■■■■■■■■■■■
■匪■■■4■■匪■■

■■亜■■■
■■■■■■
■2■■■■■■

■■■■■■■■■■■皿
■豆聖^0■^■四■ω
■■■■■■亜■■■
■■■■一2■■■■■■

....闇......
■■■■■■田■■■■

連立方程式とグラフ 1

連立方程式の解は, 2直線の交点の
;ことなのだ。 P56~59

①をνについて解くと,

ν=匝、一圍・・・①
②をνについて解くと,

g=ω+團・・②'
グラフは,次のようになる。

V

■■■■■■■助■■■■

■■■■■P必Ⅲ■■■■
■■■■広■狸■■■■
■■磨■2島皿■■巨■
-4'■■■引■■■■里

■必■^回伽^歴聖■ω

,三盟距噐噐盟
■■■■■馴
■■■■■閥一4
■■■■■咽

①'

したがって,(影, g)=(圍,⑥)
計算で求めると,下のようになる。

4ω一ν=2 ・一①

+一ω+ν=4 ・・②

塵、=⑥
エ=1亘1・ー(豆)

③を②に代入して,

一②+ν=4
ν=⑥

したがって,(ω,ν)=(圍,⑥)

■■■■
■■■■
■■■■

②をgについて解くと,ν=ーーω+3 ・・・②'

グラフは.次のようになる。

2' ν

、恩亜■■舮■■■■■■
■■冒慧必4■■■■■■
■■■広匡、■■■■■■
■亜必■■昼恩■■■■

①"、、ω
■■■■■■■■■■

-2亜■■詔■■■■■■
■■■■■■■■■■

-4■■■■■■匪■■■
■■■■■■■■■■

したがって,(即,)=(-2,4)

(計算)

解説連立方程式の解は

ω=2,ν=6

の形で示してもよい。

2 0をνについて解くと,ν=ω+6

15

③を①に代入して,ω一4=-6

ω=-2

したがって,(ω,ν)=(-2,4)

-3g=-12

①

=4

①
②
③

6
6

一
一

=
=2

一
一

ω
ω+



3 (グラフ)

(ω, V)

=(2,2)

,説①,②

をVにつ

いて解く

と,それ

ぞれ次の

ようにな

る。

V=ーーω十5 'ー@

V=3ω一4 ・-2'

(計算)

3ω+2ν= 10・・①

+-3ω十ν=-4・・・②

3ν= 6

2・一③ν=

③を②に代入して,-3ω十2=-4
-3影=-6

ω=2

したがって,(ω,ν)=(2,2)

連立方程式とグラフ 2

交点の座標は,2直線の式を連立方
程式として解いて求める。 P60~63

直線C, mの式は,それぞれ,

16

ν=ーー1 ・・・①

ν=一ω十③・・②
①と②を連立方程式とみて解く。

,(ー,ー)
①を②に代入して,局.,-1=一ω+圍!解説^

匝、-3=-3ω+⑨ 1
ν=ーーω+4 ・-1

巨、=圃

=旦1-3 -・②V=一「χ一3 -'②エ=^・・(豆)

●如倒杁ば,"ーー(ーぢ)ー.

①と②を連立方程式とみて解くと,

③を②に代入して,ν=ー[Ξ]+圍=同1 '
比加.,H田,日),辻、"グラフの交点の座標を読みとるという

ことは,2つの直線の式を連立方程式と

して解くことと同じである。

なお,答えは座標になるので,()を

使って表すことに注意する。

■■■■■闘■■■

H・・,・ー)したがって,

直線ι, mの式は,それぞれ,

ν=4工一4 -・①

g=一ω一5 "'②

①と②を連立方程式とみて解く。

①を②に代入して,4寓一4=一ω一5
5ω=-1

ω一ー^

24
^^^

・・・③

直線四,肌の式は,それぞれ.
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